


















察したものである。1953i l~ 2月の第 l輯から 1964年 2月の第 16梢まで連綿と続けられ
た研究は、 初期社会科の継続{iJI究のみならず、 「個人差を重んずる指導Jの研究を同時並
行的に抱え込むことにより、個人差のある学習集団を前提に授業(話し合しミ)を追究し、





































音1¥省教育課程実験学校研究期、 27~ 29) 
②子どもに 「わかる j社会科指導の究明則
(30 ~ 35) 
福沢小学校の「社会科研究の後期」とは、初























































27 1953年 2月 l 実力の検討 実践指導をとおして a 
28 1954年 2月 2 学習の主体的必然性一問題・知識・実践・評価 a 
29 1954年 12月 3 11lil人差を重んずる指導←ちえのおくれた 子どもの指導を中心としてー← b 



















9 I i医lに対する意識の育て方、社会科実践上の問題) a 













35 1960年 1月 13 続 「わかるjことの追求 子ともの思考の発展と学習指導 C 
36 1961年 12月 14 統「わかる」ことの追求 子どもの「思考のすじみち」と 「考えのまとまり 」の検討 C 
37 1963年 2月 15 
「わかること追求凹J学習指導に子ともの思考体制をさくる 事実 -子どもの思考活動 価値の具
C 
体的中日関

























































: 1952 ~ 54 (昭和 27~ 29)年度
② 「わかる」実践指導の究明期
: 1955 ~ 58 (昭和 30~ 33)年度
③ 「わかる」ことの追求期
: 1959 ~ 63 (昭和 34~ 38)年度
1 実践再究明と「実力の検討j萌芽期
( 1) 1952 (昭和 27)年度までの研究
一実践再究明一
「福沢プラン」から 「実力の検討」への萌芽は、
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表 2 r実力の検討』第 1輯における「七つの研究J
①問題をとらえて、これと休止iたりする子供
②知性を身につけた子供
( 1) 1jt元学習と子供の力 CI何時も反省する子供
②苦しみと喜びをほんと うに知っている子供
⑤力を合わせる ことの出来る子供













(7) HとYの場合(特殊児童の|問題) たり 、何のことかさっぱりわからない討論の仲間に入って誰からも認められずにいるこ
となどは、本人の不幸はもとより、少しも彼等を進歩させるのに役立つものではない
していないか
































































1952 ~ 63年度における神奈川県福沢小学校の『実力の検討』シリーズ 75 
者ひとりひとりの存在をみとめていくことJ13と
いう 、以後の『実力の検討j シリー ズを支える
もう 一つの柱が自覚化される こととなる。
2、「わかるJ実践指導の究明期
( 1) 1955 -56 (昭和 30-31)年度
教師と学級のあり方




第 4輯 「社会科の実践的あり方」は、 1955(昭



































































※ f実力の検討j第5輯、 1956ile 2月、 全編より 作成 C[戦後新教育・「実力の検討」実践資料集j第2巻所収入
-75 
















































(2) 1957 ~ 58 (昭和 32~ 33)年度
一「主体的必然性」と「社会的協力性J-




































































































(3) 1959 (昭和 34)年度
子どもの「わかるJr方向」
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「わからないjことをはっき り言わせるこ
と。
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( r東洋大学文学部紀要j第 65集教育学科編 XXXVII、2012
年2月、 39-59頁)。
1福沢小学校 flわかる」ことの追求j東洋館出版、 1960年0
4 浜田陽太郎編 『戦後教育の潮流 改革のJ!念は生きつづけた
かj日本放送出版協会、 1974年、 35頁。
5前掲、影Lii青四自151福沢小学校・松凹小学校の社会科(I ) J， 








第 l巻、不二出版、 2013年6月、 1- 16頁)がある。加えて、









10 r実力の検討j第 1輯、 1953年 2月、 4頁(第 2巻)。
1 同上第 l輯、 3-4頁。「七つの研究jは全編にわたって詳述。
12 1単元課程よりみた主体的必然性Jr実力の検討』 第2輯、
1954年2月、 11- 12頁 (第 2巻)。
13 1学習指導面において、個人差をみとめるということ、につい
てH実力の検討J第3輯、 1954年 12月(頁脅号無し、第 2巻)。
14前掲 『新版社会科教育事典j、7頁。
15 1社会科を通じてどのような子どもを育成しようとしている
かJr実力の検討j第4輯、 1955年 10月、 2、6頁(第 2巻)。
lG 1相会宇|において 「わかる」とはJr実力の検討J第6輯、











'3 1はじめにJr実力の検討J第 10輯、 1959年 2月 (第 3巻)0 
" 1社会科の墜 ものわかりのわるい子の側面からみるJr実力
の検討』第 11粉、 1959年3月、 73頁(第 3巻)0
お「子どもに「わかる」には 子どもには子どもの「わかるH方





年 11月、 2頁(第3巻)0 
お「わかった状態と、わからない状態をとうしてつかむかJr笑
力の検討J第 13輯、 20頁(第 3巻)。
初「思考のゆれー思考とパイタリティーH実力の検討j第 13輯、
45頁(第 4巻)。
JI 1社会科と生活指導Jr実力の検討J第 13輯、 68真 (第 4巻)0 
.12 1わからない状態。川、ろいろJr実力の検討』第 14輯、 1961
年 12月、13- 17頁(第 4巻)。
持「個性的理解の追求Jr笑力の検討』第 14輯、 65頁(第 4巻)。
沿「はじめにJr実力の検討j第 15輯、 1963年 2月 (第 4巻)。
お可動的均衡点は拙稿「戦前 戦後の教育実践を語る一報徳教
育 福沢プラン・井上喜一郎 J ([東洋大学文学部紀要J第
66集教育学科編 XX XVl、20日年 2月、 37-52頁)で小林
清氏からの聞き取り部分に収録している。
あ「思考の非連続Jr実力の検討j第 15輯、 124頁(第 4巻)。
37 Iわからないこと」から 「わかること」へー思考構造の発展
一思考体制Jr実力の検討』第一 16輯、 1964年 2月、8頁(第 4巻)。
泌同上、 8-9頁(第 4巻)。
初露木氏の聞き取り調査は拙著 『昭和前期地域教育の再編と教
員J296 -308頁、松本氏・小林氏に関しては前掲 「戦前 ・
戦後の教育実践を語る」に収録している。武藤正人による加
藤フク氏への聞き取り調査は前掲須田将司 ・武藤正人「戦後
福沢国民学校における報徳教育の再評価jに収録している。
-86← 
